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直方市会計年度任用職員 募集案内 

 

１．応募条件 

 地方公務員法第１６条に掲げる下記の欠格条項に該当しない者 

＜欠格条項＞ 

・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることが

なくなるまでの者 

・直方市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴

力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し､又はこれに加入した

者 

 

２．任用の方法 

 書類選考又は面接選考により任用を決定します。 

 

３．勤務条件等  

 勤務条件等は職種により異なります。職種ごとの勤務条件等をご確認ください。 

 (1)報酬等 

   ・すべての職種において、報酬は実績払いです。月末締めの翌 21 日払い（21

日が土日祝の場合は直前の市役所開庁日に支給します。）。 

   ・報酬のほか、所定の要件を満たした場合に期末手当が支給されます。 

   ・このほか、所定の要件を満たした場合に、別途、通勤手当に相当する費用弁

償が支給されます。また、一部の職種においては特殊勤務手当相当の報酬が

支給されます。 

 (2)休暇 

   年次有給休暇、特別休暇（忌引、夏季の休暇など） 

    ※年次有給休暇の付与日数は、勤務形態により異なります。 

 (3)社会保険及び災害補償 

   関係法令・条例等に従い、任用期間・勤務時間等に応じて、健康保険・厚生年

金保険・雇用保険・公務災害補償（労働者災害補償保険）等を適用します。 

    ※任用期間・勤務時間等によっては、適用とならない場合があります。 

 (4)その他 

  ①服務及び懲戒 

会計年度任用職員には、正規職員と同様に、地方公務員法に定める以下の規定 

が適用されます。また、懲戒処分等の対象となります。 

(ｱ)服務の根本基準（第 30 条） 
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全体の奉仕者として公共の利益の為に勤務し、全力を挙げて職務に遂行し 

なければなりません。 

(ｲ)法令及び上司の命令に従う義務（第 32 条） 

職務遂行にあたって、法令等各種規程に従うとともに、上司の職務命令に 

忠実に従わなければならない。 

(ｳ)信用失墜行為の禁止（第 33 条） 

その職の信用を傷つけたり、職全体の不名誉となるような行為をしたり 

してはならない。 

(ｴ)秘密を守る義務（第 34 条） 

職務上知りえた秘密を漏らしてはならない。退職後においても同様とする。 

(ｵ)職務に専念する義務（第 35 条） 

勤務時間中、全力を挙げて職務に専念しなければならない。 

(ｶ)政治的行為の制限（第 36 条） 

公の選挙において投票するように勧誘運動を行うなどの政治的行為をして

はならない。 

(ｷ)争議行為等の禁止（第 37 条） 

ストライキ、怠業その他の争議行為又は市の機関の活動能率を低下させる 

怠業行為をしてはならない。 

(ｸ)営利企業等の従事制限（兼業の禁止）（第 38 条） 

任命権者の許可を受けずに私企業を営むことや報酬を得て本来の業務以外

の仕事をしてはならない。 

 

②条件付採用 

採用後、１か月間は条件付採用となります。採用後１か月間を良好な成績で勤務

したときに会計年度任用職員として正式採用となります。ただし、採用後１か月間

の勤務日数が 15 日に満たない場合は、その日数が 15 日に達するまで（最長任期

の末日まで）延長します。 

 

４．申込方法 

  「直方市会計年度任用職員希望者登録申込書」の必要箇所に記入し、下記問い合

わせ先に提出してください。 

【問合せ先】 
 〒822-8501 直方市殿町 7 番 1 号 
 直方市役所 総合政策部 人事課 人事研修係 
  TEL：0949-25-2214 


